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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
肺悪性腫癌に対するラジオ波焼灼療法 (RFA)前の 18F-FDGPET/CTにおける SUVmax
が局所再発予測因子であるかについて検討 した｡2007年 1月から2008年 5月まで岡山
大学病院で肺 RFA治療が施行された連続症例について､後ろ向きコホー ト研究を行った










論 文 事 査 結 果 の 要 旨
本研究は肺悪性腫虜に対するラジオ波焼灼療法晩FA)前の FDG･PET/CTにおける
suvmaxが局所再発予測因子であるかについて検討したものである｡
2007年 1月から2008年5月までの間に岡山大学病院で肺Rm 治療が施行された連続
症例について､肺RFA施行前90日以内にFDG-PET/CTが撮影されている症例を選定し､
sUvnaxの3分位によって低値群､中間値群､高値群の3グループに分類している.39
症例のRFA治療後経過観察中に腫虜再発が9例に認められた｡多変量解析を用いて低値
群に対する中間値群と高値群の再発オッズ比を算出した結果､SUVnax高値の腫虜群で
はより高い局所再発のオッズ比が得られたoこれらの知見は､肺RFA前のPET/CTにお
けるSUVnaxが局所再発を予測する因子であることを明らかにしたものであり､価値あ
る業凍であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
